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福田のまぢ　一一一一一

世帯数と人口
「　－　－　－　－　－　－　－　－　”－　－　－i‾　“‾　1

1・世帯…3，080世帯（＋19）i

i・人口・・・6，964人（－61）I

：・男……3，442人（－7）：

：・女……3，522人（－54）：
I　　　令和元年6月現在　　i
i　　　（前年同月比）　　i
L　－　－　．＿　－　－　－　－　－　＿“　－　－　－　－　」

堅固露悪
（二重）参加した藤井哲子さんから届いた絵

画到艶醐陸蜘艶掴膨
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＿＿撃菖 
つ　（ニD食事も会話がはずむ

福
田
地
区
社
協
が
主
催

す
る
　
「
合
同
い
き
い
き
サ

ロ
ン
」
　
は
今
年
度
、
「
せ
ら

温
泉
」
　
へ
　
（
6
月
2
7
日
）
。

一
人
暮
ら
し
や
高
齢
世

帯
な
ど
、
参
加
し
た
み
ん

な
の
笑
顔
が
ほ
じ
け
た
。
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鞭で明るいまちづくり

旧am軸yMart 
ファミリーマート福田7丁目店 

〒732－0029広島市束区福田7丁目2番14号 

TEL（082）883－0080 

鴎やましろ歯科 　クリニック 
月火水木全土福田5丁目県道沿い 9：00～13：00000×00車／駐車場あり 

14：30～18：30000XO△　バス／大平バス停下車・徒歩2分 

（17：00） 

籠晶；謹諒篤農　パパさんわーしろい 　随時受け付けます電話883・0461 

新
・
福
田
地
区
連
合
町
内
会
会
長

安
永
邦
明
会
長
に
聞
く

ー
早
速
、
地
域
行
事
な
ど

に
率
先
行
動
を
開
始
さ
れ

て
い
ま
す
ね
。

す
べ
て
は
こ
れ
か
ら
で

す
。
国
・
県
・
市
、
学
校

と
の
協
議
や
諸
団
体
の
会

合
な
ど
、
山
本
前
会
長
の

誠
実
な
取
り
組
み
を
参
考

に
、
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
ず
、
各
町
内
会
・

自
治
会
と
の
連
携
を
深
め
、

諸
先
輩
と
相
談
し
な
が
ら

役
員
の
力
添
え
で
進
め
た

い。－
福
田
も
急
速
に
高
齢
化

し
て
い
ま
す
ね
。

老
々
介
護
や

独
居
な
ど
、
課
題

は

た

く

さ

ん

で

す
。
近
隣
で
助
け

合
う
「
見
守
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

は
社
会
福
祉
協

議
会
と
連
携
し
、

安
心
で
き
る
地

域
に
し
た
い
。
そ

れ
と
、
高
齢
社

会
だ
か
ら
こ
そ
、

未
来
を
託
す
子

ど
も
た
ち
を
優

し
く
育
て
る
地

域
づ
く
り
へ
、
学

校
安
全
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
な

ど
に
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮

で
き
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

－
会
長
の
地
元

（
桜
台
町
内
会
）
　
で
は
、

公
園
や
通
路
清
掃
の
取
り

組
み
が
国
土
交
通
大
陸
表

彰
（
平
成
0
0
年
）
　
を
受
け

ま
し
た
ね
。

こ
の
表
彰
に
よ
っ
て
、

地
域
活
動
へ
の
理
解
が
深

ま
り
、
清
掃
の
参
加
者
が

大
き
く
増
え
ま
し
た
。
た

と
え
地
道
で
も
、
継
続
す

る
こ
と
が
大
切
と
実
感
し

ます。
I
今
、
一
番
大
事
に
し
て

い
る
言
葉
は
？

そ
れ
は
　
「
思
い
や
り
」

で
す
。
思
い
や
り
の
心
で

耳
を
傾
け
て
い
け
ば
、
す

べ
て
通
じ
合
う
の
で
は
な

い
か
、
と
。
社
会
奉
仕
活

動
の
担
い
手
不
足
が
深
刻

な
今
、
互
い
を
思
い
や
る

心
が
不
可
欠
で
す
。
私
自

身
、
微
力
な
が
ら
明
る
い

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
頑
張

り
ま
す
の
で
、
福
田
地
区

の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
、

ど
う
ぞ
お
願
い
い
た
し
ま

す。

ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

令
和
元
年
度
「
地
域
安

全
推
進
員
証
」
の
授
与
式
・

研
修
会
が
、
百
田
暁
治

隊
長
を
は
じ
め
新
隊
員
6

人
を
加
え
た
新
体
制
で
開

催
。
「
青
パ
ト
」
　
（
青
色
回

転
灯
装
備
車
）
　
の
年
間
活

動
も
決
め
、
地
域
の
安
全
・

犯
罪
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
出

発
し
た
　
（
7
月
2
8
日
）

福
祉
施
設
で
防
災
訓
練

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「
ふ
く
だ
の
里
」
が
、
地
元
・

大
平
町
内
会
と
の
合
同
防

災
訓
練
を
実
施
。
消
火
器

を
使
っ
た
消
火
訓
練
、
車

い
す
で
入
居
者
を
安
全
な

場
所
に
誘
導
す
る
避
難
訓

練
に
取
り
組
ん
だ
　
（
6
月

1
4
日
、
写
真
）
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これはエサキモンツキカメムシ。前回⑫に続いて

「自然の美しい妙」（福田3丁目）
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十弓子1∴：ヾ �、撃≒ 

、年■∴実 

向条盆踊り大会

脳神経外科・内科・外科・リハビリテーション科 

医療法人 

ふくだクリニック 
院長　上手　康嗣 

〒732－0029 

広島市東区福田5丁目1175－1 
TEL（082）883－0600 

FAX（082）883－0606 

地域社会の発展と活性化に努めます 

⑲ 
11開国 

広島東部地区マツダOB会 
（福田・馬木・上温晶・温品） 

協社だふ

学
校
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

登
下
校
を
見
守
る

情
報
交
換
会
開
く

福
田
地
区
の
学
校
安
全

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
携
わ
る

メ
ン
バ
ー
が
集
い
、
今
後

の
活
動
に
つ
い
て
情
報
交

換
会
を
開
催
し
た
（
写
真
）
。

小
倉
社
協
会
長
は
、
横

断
歩
道
で
児
童
が
交
通
事

故
に
遭
う
事
例
を
通
し
、

い
か
に
安
全
な
見
守
り
が

で
き
る
か
協
議
し
た
い
と

挨
拶
。
福
木
小
学
校
の
三

吉
和
彦
校
長
か
ら
、
今
後

の
学
校
行
事
や
災
害
・
非

常
時
で
の
対
応
な
ど
、
具
体

的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
報

告
し
た
。

こ
の
後
、
登
下
校
で
の

見
守
り
で
気
づ
い
た
こ
と

な
ど
、
活
発
な
意
見
を
交

換
。
地
区
学
校
安
全
ボ
ラ

夏
の
夜
を
彩
る

盆
踊
り
大
会

涼
や
か
な
夜
空
に
盆
踊
り

の
音
色
が
響
く
。
各
町
内
会

で
盆
踊
り
が
に
ぎ
や
か
に
開

催
さ
れ
た
。
（
「
原
山
盆
踊
り

大
会
」
8
月
3
日
＝
写
真
㊤
、

「
向
条
盆
踊
り
大
会
」
　
8
月

1
0
日
＝
写
真
㊦
）

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
辻

秀
司
代
表
は
　
「
そ
れ
ぞ
れ

が
連
携
し
、
で
き
る
範
囲

で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」

と
結
ん
だ
。

ポ
ー
チ
ユ
ラ
カ
の
花
壇

広
島
束
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
前
の
花
壇
を
飾
る

8
0
0
余
株
の
ポ
ー
チ
ユ

ラ
カ
。
花
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

福
木
中
学
校
の
生
徒
有
志
に

ょ
っ
て
植
え
付
け
ら
れ
た
の

は
、
梅
雨
の
季
節
（
6
月
2
9

日
）
。
こ
う
し
た
陰
の
活
動

が
花
開
い
て
い
る
。
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道場訓は「剣心一如」。剣道も心も強くなるという意味。伝統

的武道であり、まず人間形成を目的としている。毎週木曜日と土

曜日には、小・中学生たちが真剣な練習に汗を流している。ぼくのは（歯）

建物管理 

有限会社　ウッドフイ■ルド 

代表取締役　森畠秀治 

広島市東区福田8－7－6 

℡（082）899－4360 

Fax（082）899－4395 

⑦．・ 

デイリ漢ヤマザキ広島馬木店 
お店でパン・お弁当手作りしています 

〒732－0031広島市東区馬木4丁目1948－1 

TELO82－899－5569 

協社だくつ
圏／
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罷
職

藤
本
優
子
さ
ん
（
福
田
4
丁
目
）

私
に
と
っ
て
も
、
娘
の

桜
生
　
（
1
0
カ
月
）
　
に
と
っ

て
も
大
切
な
場
所
に
な
っ

て
い
ま
す
。
先
輩
マ
マ
さ

ん
か
ら
育
児
相
談
だ
け
で

な
く
、
育
児
情
報
を
得
る

キ
ッ
カ
ケ
に
な
り
ま
し
た
。

第
1
金
曜
日

（
9
時
0
0
分
～
Ⅱ
時
0
0
分
）

地
轟
で
聞
く

舌
菅
で
の
塵
塚

第
2
木
曜
日

（
9
時
0
0
分
～
Ⅱ
時
0
0
分
）

倉
橋
智
美
さ
ん
（
福
田
7
丁
目
）

子
ど
も
た
ち
を
遊
ば
せ
て

い
る
間
、
マ
マ
同
士
で
話
が

で
き
、
先
輩
か
ら
ア
ド
バ
イ

ス
を
も
ら
え
ま
す
。
子
ど
も

も
参
加
す
る
た
び
に
積
極
的

に
な
っ
て
、
の
び
の
び
と
遊

ん
で
い
ま
す
。

＝
植
木
剣
友
会
＝

い
ま
む
か
し
講
座

「
福
田
い
ま
む
か
し
講

座
」
が
7
月
2
8
日
、
福
田

公
民
館
で
開
催
。
子
ど
も

た
ち
は
民
話
朗
読
や
福
田

盆
踊
り
を
学
ん
だ
。

編
集
後
記

い
つ
も
陰
な
が
ら
、
支
え

て
い
た
だ
い
て
い
る
協
賛
広

告
ス
ポ
ン
サ
ー
の
皆
さ
ま
に

あ
り
が
た
く
感
謝
し
っ
つ
、

今
後
と
も
何
卒
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
　
（
タ
ク
）

∴
園
児
の
絵

補
木
保
育
園
福
田
3
丁
目


